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マニラ日本人会 2019 年 10 月理事会議事録 

 

日  時：2019 年 10月 22 日（火） 12 時～ 

場  所：日本人会 22 階 Ａ会議室 

出 席 者：清水光彦(会長)、位田浩和(副会長)、細谷明宏 (総務

理事)、小島大助（財務理事）、家田昌彦（監事）、野崎

栄徳、高野誠司、餅原 力、山岸雄一、岡本和典  

(以上各理事) 

      高岡真紀子、上杉啓明、高橋昌幸、石原孝志、南良 勉、

戸塚 真（以上各推薦理事） 

オブザーバー： 

＜在比日本国大使館＞ 桑原公使・総領事、 

宇田川参事官 

 

 

議 事 

 

I.協議事項 

 

１．9 月理事会の議事録、新理事臨時理事会議事録について 

異議なく承認された。 

 

２．役員人事、推薦理事人事、委員会人事 

①清水会長より以下のとおり役員の人事が諮られ、理事会はこれ

を承認した。 
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  役員：顧問役（新設） ：家田昌彦（新任） 

        副会長     ：鈴木 知（留任）、位田浩和（留任） 

     総務理事    ：細谷明宏（留任） 

     財務理事    ：小島大助（留任） 

     監事      ：高野誠司（新任） 

          

②清水会長より推薦理事の変更は無く留任の人事が諮られ、理事

会はこれを承認した。任期は 2019 年 10 月１日から 2020 年９月

30 日までとなる。 

 

③清水会長より委員会理事委員の人事が諮られ、理事会はこれを

承認した。 

 

     委員会：（変更点のみ） 

     広報委員会     副委員長 石原孝志（新） 

                    細谷明宏（退） 

 

     スポーツ委員会   副委員長 小島大助（新） 

                    森山倫行（退） 

 

     ライブラリー委員会 副委員長 多胡直人（退）      

 

３．2019 年定例会員総会について 

清水会長より、2019年定例会員総会を来る 11月 26日（火）に Dusit 

Thani Manila にて開催するとの報告があった。 
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４． 定款変更について 

清水会長より日本人会定款第 5 条‐理事会 第 5 項について下記

のとおり変更したいとの提案があった。推薦理事枠を業界、性別

等流動性を幅広く持たせるために増枠する。理事会はこれを承認

し、11 月 26 日に開催されるマニラ日本人会定例会員総会に提案

することになった。 

 

（現条文） 

    第 5 項 

        理事会は本会の会員の中から 10 名を限度として推薦理

事を選任することができる。推薦理事の任期は当該年度

末までとし、議決権は付与されないがすべての理事会に

出席することができるものとする。 

   （改訂案） 

    第 5 項 

        理事会は必要に応じて、本会の会員の中から推薦理事を

選任することができる。推薦理事の任期は当該年度末ま

でとし、議決権は付与されないがすべての理事会に出席

することができるものとする。 

 

５．2018 年度決算速報報告と 2019 年度予算案の報告 

（小島財務理事） 

①日本人会 2018 年度決算(速報)についてクラブ部門が収入

21,115 千ペソ、支出 17,409 千ペソ、差引 3,706 千ペソの黒字、

診療所部門が収入 51,817 千ペソ、支出 45,969 千ペソ、差引 5,848

千ペソの黒字を計上した。クラブ部門の収入は対予算比 104%、支

出は対予算比 102%で推移したとの報告があった。尚、この数値は
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速報値であり、現在公認会計監査が行われていて、最終決算は 11

月理事会にて報告され、承認を受けた後に会員総会に上程される。 

 

②日本人会 2020 年度（19 年 10 月～20年 9 月）の予算についてク 

ラブ部門は収入 21,115 千ペソ、支出 19,558 千ペソ、差引 1,557

千ペソの黒字を見込み、また診療所部門では収入 51,800 千ペソ、

支出 48,746 千ペソ、差引 3,054 千ペソの黒字を見込むことが報

告され、理事会はこれを承認した。なおこの予算案のうちクラブ

部門については会員総会に上程され承認を受けることになる。 

 

 

６．10 月新入・退会会員について 

事務局から以下のとおり報告があり、異議なく承認された。 

＊新入法人会員（1 件） 

S2I Solutions Factory Corp. (久保 誠) 

 

＊新入個人会員(６件) 

福永藍梨（TAU Corporation）、古川嘉子（The Japan Foundation, 

Manila）、降矢翔太（SANTEC PLANT CONTROL, INC.）、長谷川勝順、

田中有美（以上 JFE Techno Manila, Inc.）、中田幸治（Shiseido 

Philippines Corporation） 

 

＊退会法人会員（２件） 

佐藤潤（ALPS Logistics Co. Ltd.）、多田充（Astellas Pharma 

Philippines） 
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＊退会個人会員（８件）  

福田丈士（SANTEC PLANT CONTROL, INC.）、菊地武夫（KINERGY PHILS., 

INC.）、小池俊太（UCC Ueshima Coffee Philippines Inc.）、中村

博之（Nakano Construction Cost Management Philippines Inc.）、

岡本尚大（KDDI Philippines Corporation）、鈴木政善（BDO Unibank, 

Inc.）、高尾栄一（Sealynx Shipmanagement Inc.）、谷畑直丈

（Sakamoto Orient Chemicals Corporation） 

 

以上の入退会承認後の会員数は、法人会員 392 件、個人会員 647

件、賛助会員 18 件、ジュニア会員２件 合計 1,059 件、世帯数は

2,701 である。 

 

 

II. 大使館からの報告事項  

桑原公使より以下の報告があった。 

 

①９月 25 日、大使公邸において，外国人叙勲で旭日重光章を受賞

されたデリア・ドミンゴ・アルバート元外務大臣の祝賀会を開催

した。アルバート元大臣は、日比経済連携協定（JPEPA）の交渉開

始時においてイニシアテイブをとり、早期締結に向けて貢献した。 

②９月 30 日、日本政府によるフィリピンの包括的和平プロセスの

一貫した関与と支援に対して、羽田大使が和平プロセス・チャン

ピオン賞を受賞した。 

③10 月 1 日、大使公邸において，フィリピン船舶職員部員組合

（AMOSUP）及び日比船員配乗代理店協会（PIMCC）に対する外務大

臣表彰授賞式典を開催した。我が国商船隊には、全乗組員のおよ

そ４分の３に相当する約３万４千人のフィリピン人船員が乗務し



 －６－ 

ており、両団体の受賞は，質の高いフィリピン人船員の安定的雇

用を実現してきた功績が評価されたものである。 

④10 月４日，フィリピン政府から日本におけるフィリピン観光大

使に任命されている西内ひろさんが大使館を訪問し，羽田大使と

観光について意見交換を行った。 

⑤マニラ地域内の市外局番「02」で始まる固定電話番号が、10 月

６日をもって現行の 7 桁から８桁へと変更されることに伴い、10

月６日以降、在フィリピン日本大使館の電話、FAX 番号は最初に

「８」を付け代表番号は 8551-5710 となります。その他の部署へ

の電話番号も同様となります。 

⑥10 月 17 日，大使公邸において，カルロス・ユーロ選手に対す

る在外公館長表彰を行った。ユーロ選手は日本を拠点に練習を続

けており、今月ドイツで行われた体操世界選手権においてフィリ

ピン初の金メダルとともに、東京オリンピック出場権を獲得した。

今回の表彰は、ユーロ選手の日比友好関係の強化への貢献が評価

されたもの。 

⑦本日（10 月 22 日），日本において即位の礼が行われており， 

ドゥテルテ大統領も関連行事に参加するため訪日している。  

⑧11 月９日～10 日に，日本とフィリピンの友好を促進するイベン

ト、JAPAN FIESTA がマニラ日本人会を含む関係団体との協力に

より SM オーラで開催される。 

入場料は無料であり，フィリピンの方もお誘いの上来場願いたい。 

  

 

宇田川参事官からの報告 

本日（10 月 22 日）、皇居にて「即位礼正殿の儀」が行われてい

る。本式典には海外在住の移住者・日系人の代表も招待されてお
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り、フィリピンからは、マリヤリ・イネス山之内フィリピン日系

人会連合会会長が参列している。 

 

 

III.報告事項 

１．広報委員会（高橋委員長） 

長らく懸案であった「まぶはい」の新刊発行を案内するメルマガ

が今月より始まった。メールアドレスの登録、Web 会員登録がま

だの方は申請を行ってください。 

 

２．教育委員会（清水委員長） 

日本人学校関連で、９月 28 日に大運動会、10 月 12 日に PTA 祭り

が開催されたとの報告と出席された理事に対してお礼が述べられ

た。 

 

３．診療所運営委員会（細谷委員長） 

10 月 17 日に運営委員が開催された。インフルエンザが当地でも

流行してる。MJS でも罹患した生徒がでてきている。菊地医師の

話では、日本での流行時期は 12 月~４月で、ピークは１月~３月上

旬、日本でのワクチン接種を希望される方は 10 月下旬～12 月初

旬での接種を推奨されている。日本では冬に流行するため北半球

用ワクチンで、当地の夏用ワクチンとは異なる。この２タイプの

ワクチンは、近年４種の内２種が同種、他の２種が近似のワクチ

ンで混合されているとのこと。 

 

４．スポーツ委員会（位田委員長） 

ソフトボール大会は一昨日に準々決勝が行われん 27 日に準決勝、
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11 月 17 日のスポーツフィエスタで決勝戦が行われる。スポーツ

フィエスタでは小学生のドッジボール大会、女子ソフトバレーボ

ール大会も開催されますので、ご都合が付く限り皆様の観戦をお

願したい。 

 

５．日比友好文化委員会（上杉委員長） 

先ほど、桑原公使からもご案内のあった JAPAN FIESTA が 11 月９

日~10 日に開催される。このイベントは日本向けの旅行フェアー

だけでなく、フィリピン人の有名な歌手の出演、日本祭的な日本

文化の紹介の場になっており日本からは和太鼓、ヨーヨーなどの

多彩なゲストも参加される。JAPAN FIESTA 協議会の会合には、日

本人会からは清水会長のほか、小島理事、岡川推薦理事に参加い

ただいている。また、所属機関の代表として藤田推薦理事（プラ

イマー）と私（国際交流基金マニラ日本文化センター）も参加し

ている。これから、広報活動も佳境に入っていく。皆様方からも

フィリピンの方にご案内願いたい。 

 

６．その他（事務局長) 

10 月実施事業、及び 11 月事業予定について報告があった。 

 

以上 終了 12 時 50 分 

次回理事会 11 月 26 日（火）  12 時～日本人会 22 階 A 会議室  

 


